
自
治
体
・
職
場

で
の
運
動
を
一
体
で

全
国
学
童
保
育
部
会
は
、

9
月
22
～
23
日
に
第
21
回
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
（
会
場

建
交
労
中
央
本
部
）
。

北
は
福
島
、
南
は
佐
賀
ま

で
11
支
部
25
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

総
会
前
日
に
台
風
が
接
近

し
た
た
め
に
、
沖
縄
支
部
の

参
加
が
叶
わ
ず
、
残
念
で
し

た
。総

会
で
は
、
活
動
報
告
と

運
動
方
針
、
決
算
・
予
算
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
各
地
の
基
準
条
例
、
実
態

を
引
き
下
げ
な
い
」
「
処
遇

改
善
な
ど
公
的
補
助
を
指
導

員
に
行
き
渡
ら
せ
る
」
「
国

の
基
準
・
予
算
を
引
き
上
げ

さ
せ
て
い
く
」

を
確
認
し
、

そ
の
た
め
に
、

自
治
体
と
の

交
渉
権
を
確

立
す
る
、
職

場
で
の
春
闘

を
旺
盛
に
取

り
組
む
、
組

織
拡
大
を
着

実
に
進
め
る
、

こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。

ま
た
、
分

科
会
に
分
か

れ
て
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
議
論

を
深
め
ま
し
た
。

自
治
体
施
策
の

分
科
会
で
は
、
指

定
管
理
者
制
度
を

め
ぐ
っ
て
、
と
り

わ
け
福
岡
県
春
日

市
で
事
業
者
が
変

更
に
な
る
こ
と
で

組
合
員
た
ち
の
雇

用
が
な
く
な
り
か

ね
な
い
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
組
織
拡

大
の
テ
ー
マ
で
は
、

松
本
分
会
で
は
長

野
県
内
の
各
地
に

要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

を
約
３
０
０
通
郵

送
し
て
い
る
こ

と
や
、
町
田
分

会
で
は
新
人
指

導
員
を
対
象
に

歓
迎
会
を
開
催
し
て

い
る
取
り
組
み
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
結
成

さ
れ
た
佐
賀
県
・
鳥

栖
分
会
で
は
学
習
会

を
企
画
し
て
対
象
者

を
あ
げ
て
い
る
そ
う

で
す
。

ど
の
課
題
を
進
め
る
に
し

て
も
、
支
部
や
分
会
の
機
関

会
議
を
定
期
的
に
開
催
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
国
・
自
治
体
・

職
場
で
の
取
り
組
み
に
奮
闘

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
部
会
事
務
局
長

田
村
一
志
）

＝私たちの活動 ４つの柱＝

＊制度化と指導員の身分保障

＊専門性と仕事の確立

＊父母と共に学童保育運動の発展

＊全国の指導員との団結と連帯
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2日間にわたり、熱心な討論が行われました。

自治体施策、職場での取り

組みなど、課題や成果を出し

合いました。

当面する取り組み

〇10月19日（土）
全国研会場前宣伝行動（京都）

〇11月 7日（木）
建交労中央行動

〇11月２３～２４
建交労中央春闘討論集会（伊豆の国市）

〇来年2月２２～２３
全国学童保育部会拡大幹事会

（群馬県安中市）

〇2月２３～２４
全国学童保育研究会

（群馬県安中市）




